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生存時間の確率変数を T，p次元の共変量ベクトルをX とし，条件付きハザード関数を h(t|X)

とする．このとき，相対リスクモデルは

h(t|X, θ) = h0(t) exp (F (X; θ)) (1)

と書き表せられる．ここで，h0は基準ハザード関数，F は予測関数，θは予測関数のパラメータ
である．特に，F が線形予測関数の場合に (1)式は Cox比例ハザードモデルと呼ばれる．準線形
予測関数を
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で定義する．ただし，K ∈ Nはクラスタサイズ，τ ∈ Rはチューニングパラメータであり，α =
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K)⊤ ∈ RpK は各クラスタに対応する回帰パラメータ
からなるパラメータベクトルである．(2)式は一般化平均の特別な場合であり，τ を 0に近づけた
場合に線形予測関数に帰着する [1]．
(2)式を予測関数に用いた相対リスクモデル，すなわち，
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を考える．特に，τ = 1の場合は混合ハザードモデル [2]の特別な場合とみなせる．(3)式はパラ
メータに関して識別不可能であるため，適切な制限を導入する必要がある．このため，生存時間
データにおける (3)式のモデルに対する対数部分尤度関数を l(θ)としたとき，目的関数として

P (θ) = l(θ)− λ
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を考える．本発表では，(3)式のハザードモデルに関する解析的な考察と，(4)式による適切なパ
ラメータ学習法およびその応用について議論する．また，シミュレーションおよび実データ解析
を通じて，準線形判別関数により拡張されたコックス比例ハザードモデルの性能を評価する．
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